
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
く

十
一
、
【　

校
舎
建
築　

】

ア
、
新
校
舎

　

大
正
二
年
二
月
、
新
校
舎

建
築
の
議
が
村
会
議
で
議
決

さ
れ
た
。
明
治
七
年
の
開
校

か
ら
四
十
年
の
歳
月
が
流
れ

て
い
た
。
敷
地
を
買
収
し
地

な
ら
し
を
お
こ
な
い
、
同
年

七
月
に
工
事
が
竣
工
し
、
早

速
授
業
が
開
始
さ
れ
た
。
記

録
に
残
さ
れ
て
い
る
も
の
を

摘
出
す
る
と
以
下
の
よ
う
で

あ
る
。

・
総
工
費　

三
四
三
四
円

・
土
地
買
収　

五
八
七
円
五

十
銭
二
反
二
畝
二
七
歩

・
整
地
費　

七
八
円

・
建
築
費　

二
六
九
四
円

・
雑
費　
　

二
三
円
八
十
銭

・
用
水
路
工
事　

五
十
円
七

十
銭

　

井
山
の
威
徳
寺
か
ら
上
畑

倉
の
法
幢
寺
へ
と
移
動
し
た

明
治
時
代
の
仮
校
舎
が
、
大

正
期
に
な
っ
て
よ
う
や
く
新

校
舎
の
建
設
を
み
た
。
新
装

な
っ
た
校
舎
と
教
室
は
、
地

域
の
人
々
や
通
学
す
る
児
童

た
ち
に
、
新
時
代
の
到
来
を

思
わ
せ
る
程
の
感
激
を
与
え

た
に
ち
が
い
な
い
。
薄
暗
い

本
堂
で
の
勉
強
に
く
ら
べ
、

採
光
の
十
分
な
新
教
室
は
別

天
地
の
感
が
し
た
で
あ
ろ
う
。

　

生
徒
数
の
推
移
を
み
る
と
、

丁
度
こ
の
時
期
か
ら
増
大
の

傾
向
を
み
せ
て
い
る
。
そ
し

て
大
正
十
四
年
、
つ
い
に
校

舎
増
築
の
建
議
が
策
定
さ
れ
、

二
階
建
て
四
教
室
が
建
設
さ

れ
た
。

　

以
来
太
平
洋
戦
争
の
終
結

を
超
え
て
、
新
し
い
学
校
制

度
に
な
っ
て
な
お
し
ば
ら
く

こ
の
校
舎
と
設
備
の
ま
ま
で

畑
倉
の
教
育
は
続
け
ら
れ
た
。

イ
、
中
学
校
の
併
設
と
新
校

舎
建
設

　　

戦
後
の
新
制
中
学
校
と
し

て
発
足
し
た
賑
岡
中
学
校
は
、

畑
倉
小
学
校
と
運
動
場
を
共

有
す
る
対
面
し
た
形
で
、
南

側
の
山
の
手
に
建
て
ら
れ
教

育
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
し
て

昭
和
三
十
七
年
大
月
東
中
学

校
に
統
合
し
た
。
木
造
平
屋

の
校
舎
が
撤
去
（
て
っ
き
ょ
）

さ
れ
、
そ
の
跡
地
に
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
の
新

校
舎
が
建
設
さ
れ
た
。
こ
れ

が
現
在
の
畑
倉
小
学
校
で
あ

る
。

昭
和
二
十
五
年
八
月
十
六
日

の
学
校
日
誌
の
記
事
欄

　

・
賑
岡
中
学
校
落
成
式

　

・
県
知
事
以
下
関
係
各
位

　
　

来
校

　

・
賑
中
落
成
記
念
に
関
す

　
　

る
北
都
留
郡
下
中
学
校

　
　

招
待
野
球
大
会
を
行
う

【
第
二
部　

畑
倉
小
学
校
沿

革
誌
抄
】

畑
倉
小
学
校
沿
革
誌　

緒
言

不
肖　

明
治
三
十
四
年
三
月
、

本
校
訓
導
ニ
命
ヲ
拝
シ
テ
赴

任
シ
、
諸
引
継
ヲ
受
ク
ル
ヤ
、

先
ツ
明
治
三
十
二
年
訓
令
第

拾
四
号
市
町
村
立
小
学
校
ニ

備
ヘ
置
ク
ベ
キ
諸
表
簿
ヲ
閲

（
み
）
ル
ニ
、
有
無
相
半
ス
。

　

学
校
沿
革
誌
モ
マ
タ
無
ニ

属
ス
。
席
ニ
前
任
北
条
訓
導

及
梶
原
助
役
ア
リ
。
依
テ
沿

革
誌
ヲ
作
ル
材
料
ノ
有
無
ヲ

問
フ
。
北
条
訓
導
曰
（
い

わ
）
ク
、
余
ノ
本
校
ニ
赴
任

（
ふ
に
ん
）
セ
シ
ハ
実
ニ
拾

年
前
ニ
ア
リ
。
然
レ
ド
モ
ソ

ノ
当
時
ハ
荒
レ
果
テ
タ
ル
後

ニ
シ
テ
、
生
徒
ワ
ズ
カ
ニ
七

八
名
。
諸
表
簿
ハ
モ
チ
論
何

モ
無
カ
リ
シ
テ
、
ヤ
ウ
ヤ
ク

今
日
ノ
有
様
ニ
回
復
セ
リ
。

故
ニ
ト
テ
モ
系
統
的
ノ
材
料

ハ
収
集
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル

ベ
シ
ト
。
梶
原
助
役
曰
ク
、

役
場
ニ
モ
多
少
記
録
ナ
キ
ニ

シ
モ
ア
ラ
ザ
レ
ド
モ
、
散
漫

シ
居
リ
テ
収
集
ニ
苦
シ
ム
ナ

ラ
ン
ト
、
因
（
よ
っ
）
テ

徐
々
（
じ
ょ
じ
ょ
）
ニ
材
料

ヲ
収
集
シ
、
或
ハ
口
碑
（
こ

う
ひ
）
ニ
藉
（
か
）
リ
テ
本

誌
ヲ
編
セ
ン
ト
セ
シ
モ
、
材

料
ナ
シ
故
ニ
遺
憾
ナ
ガ
ラ
本

旨
ニ
モ
ト
リ
テ
、
明
治
三
十

四
年
以
後
ノ
沿
革
ニ
止
メ
ン

ト
ス
。

　

以
後
本
校
ニ
職
ヲ
奉
ズ
ル

者
、
材
料
ヲ
得
ル
ニ
従
テ
記

録
訂
正
増
補
シ
、
且
ツ
年
々

各
項
ニ
記
ス
ル
所
ア
ラ
バ
他

日
、
或
ハ
完
全
ノ
沿
革
誌
ヲ

得
ン
カ
。

明
治
三
十
四
年
六
月
誌　
　

　
　
　
　
　
　
　

岡
部
勇
吉

　　

明
治
三
十
四
年
に
畑
倉
小

学
校
に
赴
任
し
た
岡
部
勇
吉

訓
導
は
、
学
校
に
備
え
て
お

く
べ
き
諸
帳
簿
の
う
ち
、
ま

ず
沿
革
誌
の
作
成
に
取
り
組

ん
だ
。
資
料
と
す
べ
き
記
録

も
不
足
し
口
碑
に
た
よ
ら
ざ

る
を
得
な
い
の
で
、
現
在
以

後
の
記
載
を
表
明
し
て
い
る
。

　　

組
織
変
更
ノ
大
略

　

本
校
ハ
明
治
五
年
ノ
学
制

ニ
基
キ
創
立
セ
シ
モ
ノ
ニ
シ

テ
、
下
畑
倉
ノ
某
家
ヲ
仮
用

シ
明
治
八
年
上
畑
倉
法
幢
寺

本
堂
ヲ
修
繕
シ
、
仮
校
舎
ニ

充
テ
以
テ
今
日
ニ
至
ル
。
ソ

ノ
間
組
織
及
名
称
ニ
二
変
遷

（
へ
ん
せ
ん
）
ア
リ
。
曰
ク
、

賑
岡
全
村
ニ
一
本
校
二
分
校

ヲ
置
キ
、
賑
岡
尋
常
小
学
校

ト
シ
、
本
校
ヲ
今
ノ
仮
校
舎

ニ
置
キ
、
二
分
校
ヲ
浅
利
、

強
瀬
ニ
置
ケ
リ
。
之
レ
一
変

遷
ナ
リ
。
後
明
治
二
十
五
年
、

全
村
ヲ
三
学
区
ニ
分
画
シ
、

畑
倉
、
強
瀬
、
浅
利
ニ
各
独

立
ノ
尋
常
小
学
校
ヲ
置
き
、

以
テ
現
今
ニ
至
ル
。

　

明
治
七
年
井
山
の
威
徳
寺

を
も
っ
て
畑
倉
小
学
校
が
始

ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
触

れ
て
い
な
い
が
、
組
織
と
そ

の
変
遷
（
へ
ん
せ
ん
）
に
つ

い
て
は
妥
当
な
見
解
を
も
っ

て
い
た
。

学
区
ノ
不
和
及
学
級
編
成
ノ

大
略

　

当
校
所
属
ハ
二
分
シ
テ
、

畑
倉
組
、
奥
山
組
ト
ナ
リ
、

通
学
上
ノ
便
否
ト
或
ハ
一
種

ノ
感
情
ト
ニ
依
リ
、
両
組
相

結
ン
デ
解
ケ
ズ
。
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消えて行く 学校　　井上　豊学校の成立と推移

　

前
に
引
用
し
た
か
所
で
、

奥
山
分
校
あ
る
い
は
奥
山
分

教
場
の
存
在
を
裏
付
け
る
大

事
な
根
拠
と
な
る
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
明
治
三
十
三

年
の
閉
鎖
に
触
れ
た
だ
け
で
、

そ
れ
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て

は
依
然
闇
に
つ
つ
ま
れ
た
ま

ま
で
あ
る
。

教
員
移
動
ノ
大
略
及
功
績
者

　

本
校
ハ
規
模
小
ナ
ル
故
カ
、

良
教
員
ノ
永
勤
セ
シ
モ
ノ
ス

ク
ナ
キ
モ
ノ
ノ
如
シ
。
従
テ

無
資
格
ノ
者
タ
チ
マ
チ
入
リ

テ
タ
チ
マ
チ
出
ヅ
ル
ノ
有
様

ニ
テ
功
績
者
モ
マ
タ
少
ナ
シ
。

ソ
ノ
中
教
育
ノ
効
果
ヲ
収
メ

シ
モ
ノ
ハ
衆
人
ノ
言
ニ
加
藤

蔀
ト
云
ウ
。
マ
タ
永
勤
セ
シ

モ
ノ
ハ
前
任
者
北
条
明
雄
氏

ニ
シ
テ
、
明
治
二
十
六
年
ヨ

リ
明
治
三
十
四
年
三
月
マ
デ

九
ヶ
年
間
勤
続
セ
シ
ヲ
最
ト

ス
。

　

加
藤
蔀
に
つ
い
て
は
名
前

以
外
に
何
も
知
る
と
こ
ろ
は

な
い
。
北
条
明
雄
は
、
岩
殿

に
あ
っ
た
修
験
寺
院
円
通
寺

の
別
当
職
、
常
楽
院
の
流
れ

を
く
む
人
物
で
あ
る
。

本
校
ノ
盛
衰

　

本
校
ノ
盛
大
ナ
リ
シ
ハ
加

藤
時
代
に
シ
テ
、
ソ
ノ
後
衰

微
シ
乱
雑
ヲ
極
ム
ル
モ
ノ
ノ

如
し
。
何
ト
ナ
レ
バ
何
レ
ノ

学
校
モ
拝
タ
イ
セ
シ
幼
学
網

要
サ
ヘ
、
拝
タ
イ
セ
シ
カ
セ

ザ
リ
シ
カ
。
拝
タ
イ
シ
テ
紛

失
セ
シ
カ
探
グ
ル
ニ
由
ナ
シ
。

ソ
ノ
他
旧
書
籍
ニ
於
テ
マ
タ

然
リ
。
以
テ
衰
微
ヲ
ボ
ク
ス

ベ
キ
ナ
リ
。

　

要
ハ
皮
想
ノ
見
ニ
過
ギ
ザ

ル
モ
イ
サ
サ
カ
録
シ
テ
他
日

ノ
参
考
ニ
供
ス
。

　

幼
学
網
要
は
、
明
治
十
七

年
一
月
に
宮
内
省
か
ら
各
学

校
に
下
賜
さ
れ
た
修
身
教
育

の
た
め
の
参
考
と
す
べ
き
も

の
。
孝
行
や
忠
節
な
ど
を
内

容
と
し
た
も
の
で
、
大
切
な

こ
の
本
が
無
い
く
ら
い
で
あ

る
か
ら
、
他
の
備
え
て
お
く

べ
き
書
籍
が
な
い
の
も
無
理

か
ら
ぬ
所
で
あ
る
と
慨
嘆
し

て
い
る
。

　

幡
野
半
新
は
上
畑
倉
の
人
で
、

明
治
三
十
六
年
五
月
ま
で
勤

め
た
。
な
お
、
こ
の
後
明
治

四
十
二
年
五
月
に
は
姉
の
八

十
乃
が
、
や
は
り
代
用
教
員

と
し
て
畑
倉
小
学
校
に
勤
務

し
て
い
る
。

以
上
が
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ

た
畑
倉
小
学
校
沿
革
誌
を
起

草
す
る
に
際
し
て
の
「
諸
言

」
で
あ
る
。

沿
革
誌

　

本
校
ハ
第
一
大
学
区
第
四

十
五
番
中
学
区
第
三
十
一
番

小
学
畑
倉
学
校
ト
称
セ
ラ
レ
、

明
治
七
年
五
月
二
十
一
日
威

徳
寺
伽
藍
（
が
ら
ん
）
ヲ
仮

校
舎
ト
シ
、
山
梨
県
学
務
係

小
野
泉
氏
出
張
セ
ラ
レ
開
校

式
ヲ
行
ハ
ル
。
当
時
戸
長
ハ

幡
野
康
利
ニ
シ
テ
、
教
員
ハ

田
辺
貫
一
ナ
リ
。
十
二
月
中
、

下
畑
倉
天
野
彦
次
右
衛
門
宅

ニ
仮
校
舎
ヲ
移
ス
。

明
治
八
年
十
二
月
六
日
、
井

上
正
平
都
留
郡
第
九
区
畑
倉

学
校
世
話
掛
申
付
ラ
ル
。

明
治
九
年
九
月
九
日
、
上
畑

倉
法
幢
寺
（
ほ
う
ど
う
じ
）

伽
藍
ヲ
修
繕
シ
テ
仮
校
舎
ト

シ
移
ル
。
前
二
ヶ
所
共
何
レ

モ
一
方
ニ
偏
（
へ
ん
）
シ
、

通
学
不
便
ナ
ル
ヲ
以
（
も
っ
）

テ
ナ
リ
。

明
治
十
年
一
月
十
二
日
、
井

上
正
平
三
十
一
区
都
留
郡
畑

倉
学
校
事
務
係
差
免
（
さ
し

ゆ
る
）
サ
ル
。

　

七
月
四
日
、
本
県
平
民
北

条
明
雄
小
学
畑
倉
学
校
心
得

申
付
（
こ
こ
ろ
え
も
う
し
つ

け
）
ラ
ル
。

　

九
月
十
二
日
、
北
条
明
雄

依
願
（
ね
が
い
に
よ
り
）
小

学
訓
導
補
差
免
（
さ
し
ゆ

る
）
サ
ル
。

　

明
治
十
一
年
八
月
十
四
日
、

井
上
正
平
第
三
十
一
区
賑
岡

学
校
事
務
申
付
ラ
ル
。

　

戸
長
幡
野
康
利
は
下
畑
倉

の
住
人
、
教
員
田
辺
貫
一
は

岩
殿
山
大
坊
院
に
所
属
す
る

修
験
者
で
あ
っ
た
。
明
治
二

十
一
年
の
賑
岡
尋
常
小
学
校

の
学
籍
簿
に
よ
る
と
、
二
男

一
女
が
い
て
下
畑
倉
に
あ
る

春
日
神
社
の
近
く
に
住
ん
で

い
た
。
天
野
彦
次
右
衛
門
宅

は
葛
野
川
沿
い
に
あ
り
、
威

徳
寺
と
は
す
ぐ
近
く
で
あ
っ

た
。

　

井
上
正
平
は
下
畑
倉
の
須

玉
地
区
に
居
住
し
、
四
男
二

女
の
子
ど
も
が
い
た
。

右
ノ
外
浅
利
学
校
ト
云
フ
モ

ノ
見
エ
ザ
レ
バ
、
目
今
ノ
浅

利
尋
常
小
学
校
ハ
当
時
賑
岡

学
校
ノ
分
校
ナ
リ
シ
ナ
ラ
ン
。

　

明
治
十
七
年
の
県
の
学
事

年
報
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

学
校
の
様
子
を
細
か
く
報
じ

て
い
る
。
在
籍
生
徒
数
と
出

席
生
徒
数
、
そ
し
て
日
々
の

出
席
生
徒
数
の
平
均
を
み
る

と
、
強
瀬
学
校
は
少
し
下
が

る
が
賑
岡
学
校
は
良
好
な
状

態
と
い
え
る
。
そ
し
て
賑
岡

学
校
の
中
身
で
あ
る
が
、
強

瀬
学
校
が
別
記
し
て
あ
る
の

で
、
畑
倉
学
校
と
浅
利
学
校

の
合
同
数
値
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
授
業
生
助
手
が
こ
の

時
六
人
い
た
こ
と
、
在
籍
生

徒
数
が
男
女
合
計
百
三
十
八

人
い
た
こ
と
か
ら
、
畑
倉
校

だ
け
で
は
な
く
浅
利
校
と
の

合
併
数
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

な
ぜ
強
瀬
校
が
賑
岡
学
校
と

別
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
か

不
明
で
あ
る
。
浅
利
校
を
別

に
強
瀬
校
だ
け
が
分
校
と
い

う
理
由
が
わ
か
ら
な
い
。

　

明
治
二
十
年
三
月
、
教
則

改
正
ニ
ヨ
リ
同
年
四
月
ヨ
リ

賑
岡
尋
常
小
学
校
ト
改
称
シ
、

強
瀬
及
浅
利
ニ
各
一
ヶ
ノ
分

校
ヲ
置
ク
コ
ト
ヲ
県
令
ニ
テ

発
布
セ
ラ
ル
。
当
時
訓
導
ハ

小
川
義
苗
ナ
リ
ト
云
ウ
。
五

月
十
九
日
、
山
崎
知
事
ヨ
リ

学
校
表
簿
取
扱
心
得
ヲ
達
セ

ラ
ル
。

　

明
治
二
十
年
四
月
、
賑
岡

尋
常
小
学
校
と
い
う
名
称
が

正
式
に
決
定
し
、
強
瀬
と
浅

利
に
分
校
を
置
く
こ
と
が
県

令
に
よ
っ
て
発
布
さ
れ
た
。

畑
倉
小
学
校
は
本
校
で
あ
る
。

　
　
　

六
月
号
へ
つ
づ
く
…

　

大月市の写真や以前の風景が写った
写真を持っている方を探しています。
もし持っている方で、写真を貸して
下さる方がいましたら下記の電話番
号までお知らせ下さい。ご協力宜し
くお願い致します。

　　　　　　　住まいル新聞編集部
　　　　　　　　TEL：0554-22-2500

提供者募集
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